
竹
取
物
語
と
神
仙
思
想

　
　
―
「
天
の
羽
衣
」
の
由
来
―

-

　
か
ぐ
や
姫
か
ら
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
を
所
望
さ
れ
た
く
ら
も
ち
の
皇
子

は
、
「
鍛
冶
工
匠
六
人
」
を
使
っ
て
「
か
ぐ
や
姫
の
の
た
ま
ふ
や
う
に
違

は
ず
」
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
を
作
ら
せ
、
そ
の
偽
物
の
「
玉
の
枝
」
を
、

か
ぐ
や
姫
の
家
に
持
参
し
、
「
玉
の
枝
」
入
手
の
為
の
苦
労
話
を
竹
取
翁

を
相
手
に
ま
こ
と
し
や
か
に
語
る
。
そ
の
「
蓬
莱
の
山
」
発
見
の
条
り
に

注
目
す
る
。

　
　
海
の
上
に
た
だ
よ
へ
る
山
、
い
と
大
き
に
て
あ
り
。
そ
の
山
の
さ
ま
、

　
　
高
く
う
る
は
し
。
こ
れ
や
我
が
も
と
む
る
山
な
ら
む
と
思
ひ
て
、
さ

　
　
す
が
に
恐
ろ
し
く
お
ぼ
え
て
、
山
の
め
ぐ
り
を
さ
し
め
ぐ
ら
し
て
、

二
二
日
ば
か
り
、
見
歩
く
に
、
天
人
の
よ
そ
ほ
ひ
し
た
る
女
、
山
の

中
よ
り
い
で
来
て
、
銀
の
金
銃
を
持
ち
て
、
水
を
汲
み
歩
く
。
こ
れ

を
見
て
、
船
よ
り
下
り
て
、
「
こ
の
山
の
名
を
何
と
か
申
す
」
と
問

ふ
。
女
、
答
へ
て
い
は
く
、
『
こ
れ
は
、
蓬
莱
の
山
な
り
』
と
答
ふ
。

こ
れ
を
聞
く
に
嬉
し
き
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。

安
　
藤
　
重
　
和

「
海
の
上
に
た
だ
よ
へ
る
山
」
が
「
蓬
莱
の
山
」
で
あ
る
こ
と
を
証
言
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

る
重
要
な
人
物
が
、
何
故
「
天
人
の
よ
そ
ほ
ひ
し
た
る
女
」
と
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
史
記
の
「
秦
始
皇
本
紀
」
に
は
、
蓬
莱
を
含
む
「
三
神
山
」
に
つ
い
て

Ｉ
「
僊
人
、
居
之
」
と
あ
り
、
同
「
封
禅
書
」
に
は
、
蓬
莱
を
含
む
「
三
神

－５－

山
」
に
つ
い
て
「
諸
僊
人
及
不
死
之
薬
皆
在
焉
」
と
あ
り
、
列
子
「
湯
問
」

に
は
、
蓬
莱
を
含
む
「
五
山
」
に
つ
い
て
「
所
居
之
人
、
皆
仙
聖
之
種
」

と
あ
る
。
「
蓬
莱
の
山
」
に
住
む
の
は
「
僊
人
」
で
あ
る
こ
と
は
動
く
ま

い
。
そ
れ
な
の
に
何
故
、
「
（
蓬
莱
の
）
山
の
中
よ
り
い
で
来
」
た
の
が

１
「
天
人
の
よ
そ
ほ
ひ
し
た
る
女
」
な
の
か
。

　
「
僊
人
」
を
登
場
さ
せ
る
べ
き
場
面
で
「
天
人
」
を
登
場
さ
せ
て
し
ま

っ
た
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
な
ら
ば
、
く
ら
も
ち
の
皇
子
は
、
こ

こ
で
自
ら
の
嘘
を
見
破
ら
れ
て
し
ま
う
は
ず
で
は
な
い
の
か
。
だ
が
、
翁

は
勿
論
か
ぐ
や
姫
も
、
一
向
に
こ
の
点
を
問
題
に
し
な
い
。
こ
の
部
分
に

於
け
る
「
僊
人
」
と
「
天
人
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
者
も
あ

ま
り
関
心
を
示
し
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。



神
仙
傅
巻
四
「
張
道
陵
」
の
項
に
次
の
如
き
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
乃
精
思
錬
志
、
忽
有
天
人
下
。
千
乗
萬
騎
、
金
車
羽
蓋
、
驂
龍
駕
虎
、

の
為
、
細
く
て
長
い
耳
を
持
つ
「
陽
都
の
娘
」
を
「
皆
」
が
仙
人
扱
い
し

「
天
人
也
」
と
言
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
こ
の
「
天
人
」
も

「
仙
人
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
見
る
と
、
く
ら
も
ち
の
皇
子
が
「
（
蓬
莱
の
）
山
の
中
よ
り

い
で
来
」
た
人
物
を
「
天
人
の
よ
そ
ほ
ひ
し
た
る
女
」
と
表
現
し
て
い
た

の
は
、
「
天
人
」
を
「
仙
人
」
の
意
味
で
用
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
よ
う
。
「
仙
人
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
「
天
人
」
な
ら
ば

「
蓬
莱
の
山
」
と
ぴ
っ
た
り
整
合
し
、
何
の
問
題
も
生
じ
な
い
。
翁
や
か

ぐ
や
姫
が
こ
こ
を
問
題
視
し
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

一

一

-

「
天
人
」
は
か
ぐ
や
姫
昇
天
の
場
面
に
も
登
場
す
る
。

１
　
　
　
１

天
人
の
中
に
、
持
た
せ
た
る
箱
あ
り
。
天
の
羽
衣
入
れ
り
。
ま
た
あ

　
　
る
は
、
不
死
の
薬
入
れ
り
。

か
ぐ
や
姫
を
迎
え
る
為
に
天
降
っ
て
き
た
こ
の
「
天
人
」
を
、
仏
教
に
言

う
「
天
人
」
と
解
す
る
説
が
大
多
数
の
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
、
三
角
洋

丁
小
町
谷
照
彦
両
氏
編
『
最
新
全
訳
古
語
辞
典
』
の
「
て
ん
に
ん
【
天

人
】
」
の
項
に
は
、

　
　
　
《
仏
教
語
》
天
上
界
に
住
む
と
い
う
想
像
上
の
人
。
天
女
を
指
す
こ

　
　
と
が
多
い
。
頭
に
髪
飾
り
を
し
て
羽
衣
（
は
ご
ろ
も
）
を
身
に
つ
け
、

　
　
天
上
を
飛
び
、
舞
楽
に
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
。
［
例
］
「
車

　
　
に
乗
り
て
、
百
人
ば
か
り
天
人
具
し
て
、
昇
り
ぬ
」
〈
竹
取
・
か
ぐ

６－
・．

　
　
不
可
勝
数
。
或
自
稱
柱
下
吏
、
或
稱
東
海
小
童
。

張
道
陵
が
精
神
を
錬
磨
し
て
い
る
と
突
然
「
天
人
」
が
無
数
に
天
降
っ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
或
る
者
は
「
柱
下
吏
」
と
名
乗
り
、
或
る
者

は
「
東
海
小
童
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。
「
柱
下
吏
」
と
は
、
周
に
仕
え
て

「
柱
下
吏
」
と
な
っ
た
老
子
の
こ
と
と
さ
れ
、
「
東
海
小
童
」
と
は
「
得
道
」

し
て
「
命
を
老
君
よ
り
禀
」
け
「
方
諸
山
を
東
海
の
中
に
治
む
」
る
と
こ

ろ
の
「
上
相
青
童
君
」
と
さ
れ
て
い
る
。
老
子
は
仙
人
の
祖
と
さ
れ
る
の

で
、
仙
道
を
会
得
し
て
老
子
（
老
君
）
の
命
を
禀
け
て
い
る
上
相
青
童
君

も
仙
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
、
「
天
人
」
と
は
「
仙
人
」
を
意
味

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
列
仙
傅
「
憤
子
」
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
陽
都
女
者
、
市
中
酷
酒
家
女
。
眉
生
面
連
、
耳
細
面
長
。
衆
、
以
為

　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
異
、
皆
言
、
此
天
人
也
。

こ
れ
だ
け
で
は
、
何
故
「
皆
」
が
「
陽
都
の
娘
」
を
「
天
人
也
」
と
言
っ

た
の
か
理
解
し
難
い
が
、
実
は
、
抱
朴
子
内
篇
巻
之
二
「
論
仙
」
で
「
仙

人
」
を
俗
人
と
区
別
し
得
る
特
徴
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
中
に
、
「
疏
之

双
耳
出
乎
頭
嶺
（
疏
の
よ
う
に
両
方
の
耳
が
頭
の
頂
を
出
る
ほ
ど
長
い

こ
と
）
」
と
あ
る
如
く
、
長
耳
は
仙
人
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ



　
　
や
姫
の
昇
天
〉

と
あ
り
、
和
漢
三
才
図
会
に
拠
る
「
て
ん
に
ん
」
の
図
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
迎
え
の
天
人
達
は
「
天
の
羽
衣
」
を
持
参
し
て
い
る
。
し

か
し
、
同
時
に
、
「
不
死
の
薬
」
も
持
参
し
て
い
る
の
だ
。
般
若
心
経
の

「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
仏
教
の
根
本
理
念
は

諸
行
無
常
を
説
く
こ
と
に
あ
り
、
「
不
死
」
の
概
念
と
は
根
底
的
に
対
立

す
る
。
仏
教
に
於
い
て
は
、
天
人
と
言
え
ど
も
い
ず
れ
は
死
ぬ
。
涅
槃
経

に
、
天
人
が
死
ぬ
前
に
現
れ
る
五
種
の
衰
相
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
あ

ま
り
に
も
有
名
で
あ
ろ
う
。
「
不
死
の
薬
」
を
持
参
し
て
い
る
以
上
、
こ

の
天
人
が
仏
教
に
言
う
天
人
で
あ
る
可
能
性
は
皆
無
で
あ
る
と
言
え
よ

前
に
引
い
た
史
記
「
封
禅
書
」
に
、
蓬
莱
を
含
む
「
三
神
山
」
に
つ
い

て
「
諸
僊
人
及
不
死
之
薬
皆
在
焉
」
と
あ
る
こ
と
を
見
て
も
「
不
死
之
薬
」

は
「
僊
人
」
と
関
係
の
有
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
列
子
「
湯
問
」
の
次
の

記
述
も
参
考
に
な
る
。

　
　
（
「
蓬
莱
」
を
含
む
「
五
山
」
に
は
）
珠
坪
之
樹
皆
叢
生
、
華
實
皆
有

　
　
滋
味
。
食
之
皆
不
老
不
死
。
所
居
之
人
皆
仙
聖
之
種
。

「
五
山
」
に
は
珠
坪
之
樹
が
叢
生
し
て
お
り
、
そ
の
華
實
に
は
皆
滋
味
が

あ
る
。
こ
れ
を
食
べ
て
皆
が
不
老
不
死
に
な
る
。
だ
か
ら
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
人
は
皆
「
仙
聖
之
種
」
で
あ
る
。
そ
う
い
う
論
法
が
こ
こ
で
展
開

さ
れ
て
い
る
。
「
不
老
不
死
」
と
い
う
条
件
が
「
仙
聖
之
種
」
に
直
結
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
次
の
資
料
を
見
よ
う
。

抱
朴
子
内
篇
巻
之
三
「
對
俗
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
‐

　
　
抱
朴
子
答
日
「
聞
之
先
師
云
、
仙
人
或
昇
天
、
或
住
地
、
要
於
倶
長

　
　
―

　
　
生
。
去
留
各
従
其
所
好
耳
。
（
略
）
」

（
或
る
人
に
「
仙
人
の
中
に
、
こ
の
世
を
立
ち
去
る
者
と
こ
の
世
に
留
ま

る
者
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
問
わ
れ
て
）
抱
朴
子
が
答
え
て
言
う
に
は

「
亡
き
先
生
に
こ
う
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
『
仙
人
に
は
、
天
に
昇
る
者
も
、

地
上
に
住
む
者
も
あ
る
。
要
は
い
ず
れ
も
不
老
長
生
で
あ
る
こ
と
。
去
る

も
、
留
ま
る
も
、
当
人
の
好
み
次
第
』
と
。
」
－
本
田
済
氏
は
こ
う
訳
し

て
お
ら
れ
る
。
「
長
生
」
を
「
不
老
長
生
」
と
訳
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
前
後
で
「
不
死
薬
」
の
飲
み
方
に
言
及
し
て
い
る
文
脈
か

ら
見
て
も
従
う
べ
き
と
思
う
。

　
要
す
る
に
、
仙
人
と
は
「
不
老
不
死
」
の
人
で
あ
り
「
（
不
老
）
長
生
」

の
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
史
記
「
封
禅
書
」
に
「
諸
僊
人
及
不

死
之
薬
皆
在
焉
」
と
あ
っ
た
の
も
、
「
五
山
」
の
「
不
死
之
薬
」
を
飲
む

事
に
よ
り
人
々
が
「
不
死
」
に
な
っ
た
か
ら
彼
ら
が
「
僊
人
」
と
呼
ば
れ

る
、
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
「
諸
僊
人
及
不
死
之
薬
」
は
「
皆
」
こ
の

「
五
山
」
に
在
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
に
珍
奇
な
「
不
死
之
薬
」
を
持
参

し
た
「
人
」
が
、
竹
取
物
語
で
「
天
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
天
人
」
と
い
う
単
語
が
「
僊
人
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
　
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
来
た
「
天
人
」
と
は
「
仙
人
」
の
こ
と
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
鈴
木
朖
が
疾
う
に
見
破
っ
て
い
た
。

竹
取
翁
物
語
解
で
、
田
中
天
秀
は
、
「
（
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
来
た
天
人
た

ち
の
）
王
と
お
ぼ
し
き
人
」
が
竹
取
翁
に
「
汝
、
を
さ
な
き
人
」
と
呼
び

－７－



か
け
る
部
分
に
注
を
付
す
中
で

　
　
鈴
木
氏
云
、
「
翁
を
幼
（
ヲ
サ
ナ
シ
）
と
云
は
、
心
の
不
賢
（
ヲ
サ

　
　
ナ
キ
）
と
見
て
も
、
齢
を
云
と
見
て
も
宜
し
。
天
上
不
死
の
仙
人
の

　
　
目
に
は
、
七
十
翁
も
何
ば
か
り
の
お
と
な
に
非
ず
」
と
云
れ
き
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
鈴
木
氏
」
と
は
大
秀
が
竹
取
翁
物
語
解
の
添
削
。
校

閲
を
依
頼
し
て
い
た
鈴
水
腹
の
こ
と
で
あ
る
が
、
迎
え
の
「
天
人
」
を

「
天
上
不
死
の
仙
人
」
と
看
破
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
小
山
儀
・
入
江
昌
喜
補
「
竹
取
物
語
抄
」
（
天
明
四
年
版
）

で
は
、
「
か
ぐ
や
姫
は
罪
を
つ
く
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
か
く
賤
し
き
お

の
れ
が
も
と
に
、
し
ば
し
お
は
し
つ
る
な
り
」
の
部
分
に
注
し
て
、
「
天

上
の
人
い
さ
さ
か
の
つ
み
あ
れ
ば
人
間
に
謫
せ
ら
る
る
事
其
例
あ
り
李
白

を
諦
仙
人
と
い
ふ
も
是
に
お
な
じ
」
と
し
て
、
か
ぐ
や
姫
を
「
謫
仙
人
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
渡
辺
秀
夫
氏
も
か
ぐ
や
姫
を
「
謫
仙
人
」
と
位
置
づ
け
つ
つ
、
女
仙

の
鏑
仙
人
の
例
と
し
て
、
太
平
廣
記
巻
第
六
十
七
「
妙
女
」
　
・
同
巻
第
六

十
二
「
杜
蘭
香
」
　
・
同
巻
第
六
十
三
「
黄
観
副
」
　
・
同
巻
第
六
十
七
「
崔

少
玄
」
を
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
無
論
、
「
謫
仙
人
」
に
は
男
性
も
い
る
。

列
仙
傅
巻
上
「
瑕
邱
仲
」
　
・
同
巻
下
「
服
閭
」
　
・
神
仙
傅
巻
五
「
壷
公
」

な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
か
ぐ
や
姫
及
び
迎
え
の
天
人
は
全
て
皆
仙
人
で
あ
る
と
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

鴎

さ
て
、
迎
え
の
天
人
（
仙
人
）
は
「
飛
ぶ
車
」
を
持
参
し
、
か
ぐ
や
姫

８－

は
そ
の
「
車
に
乗
り
て
、
百
人
ば
か
り
天
人
具
し
て
」
昇
天
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
飛
ぶ
車
」
が
何
故
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
言
う
の
は
、
天
人
が
天
降
っ
た
場
面
で
、
「
大
空
よ
り
、
人
言
に
乗
り

Ｉて
下
り
来
て
、
土
よ
り
五
尺
ば
か
り
上
が
り
た
る
ほ
ど
に
立
ち
連
ね
だ
り
」

と
描
か
れ
、
天
人
達
が
「
大
空
」
を
移
動
す
る
手
段
と
し
て
は
「
雲
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
昇
天
す
る
時
に
も
、
「
飛
ぶ
車
」
に
乗

っ
た
か
ぐ
や
姫
に
付
き
従
う
「
百
人
ば
か
り
」
の
天
人
は
「
雲
」
に
乗
っ

て
昇
天
し
た
は
ず
な
の
だ
。
「
飛
ぶ
車
」
が
何
故
必
要
な
の
か
。
こ
の
点

に
関
し
、
神
仙
傅
巻
八
「
衛
叔
郷
」
の
項
を
参
照
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
衛
叔
卿
者
中
山
人
也
。
服
雲
母
、
得
仙
。
漢
元
封
二
年
八
月
壬
辰
、

　
　
―
　
　
　
　
－

　
　
孝
武
皇
帝
間
（
閑
ノ
誤
字
）
居
殿
上
、
忽
有
一
人
乗
雲
車
駕
白
鹿
従

　
　
天
而
下
来
集
殿
前
。
其
人
、
年
三
十
許
、
色
如
童
子
、
羽
衣
星
冠
。

　
　
帝
乃
驚
間
日
為
誰
。
答
日
吾
中
山
衛
叔
卿
也
。

「
雲
車
」
と
は
一
般
的
に
は
「
仙
人
が
車
の
よ
う
に
乗
り
回
す
雲
」
を
言

う
が
、
こ
こ
で
は
白
鹿
に
曳
か
せ
て
い
る
の
で
「
雲
で
で
き
た
車
」
と
言

う
ほ
ど
の
意
味
と
思
わ
れ
「
車
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
き
て
い
る
。
雲
母
を

服
用
し
て
仙
人
に
な
っ
た
衛
叔
卿
は
白
鹿
に
曳
か
せ
た
車
に
乗
っ
て
孝
武

皇
帝
の
御
前
に
天
降
っ
た
の
で
あ
る
。
仙
人
が
「
車
」
に
乗
る
例
で
あ
る
。

次
の
資
料
も
見
よ
う
。



ゆ
く
そ
の
有
様
は
、
「
車
」
に
乗
っ
て
「
従
者
」
「
數
十
騎
」
を
随
え
て
沈

義
の
許
へ
天
降
る
「
三
仙
人
」
の
有
様
と
、
構
図
的
に
瓜
二
つ
で
あ
る
こ

と
に
も
気
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
の
場
面
は
、
ま
さ
に

神
仙
思
想
の
世
界
で
あ
る
。

五

　
さ
て
、
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
来
た
天
人
（
仙
人
）
達
は
「
不
死
の
薬
」

と
共
に
、
「
天
の
羽
衣
」
も
持
参
し
て
い
る
。
「
大
の
羽
衣
」
に
つ
い
て
は
、

帝
王
編
年
記
養
老
七
年
条
所
収
の
、
「
伊
香
小
江
」
の
話
を
初
め
と
す
る

所
謂
羽
衣
説
話
に
由
来
す
る
物
と
し
て
説
明
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
し

か
し
、
羽
衣
説
話
の
「
天
の
羽
衣
」
は
「
空
を
飛
ぶ
為
の
手
段
」
と
し
て

語
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
竹
取
物
語
の
「
天
の
羽
衣
」
は
「
空
を
飛
ぶ

為
の
手
段
」
と
し
て
は
全
く
扱
わ
れ
ず
、
「
衣
着
せ
つ
る
人
は
、
心
異
に

な
る
」
と
か
「
ふ
と
天
の
羽
衣
う
ち
着
せ
た
て
ま
つ
り
つ
れ
ば
、
翁
を
、

い
と
ほ
し
、
か
な
し
と
思
し
つ
る
こ
と
も
失
せ
ぬ
」
と
か
言
う
調
子
で
、

か
ぐ
や
姫
の
心
を
「
異
に
」
す
る
た
め
の
装
置
と
し
て
専
ら
語
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
大
き
な
「
ず
れ
」
に
関
し
、
堀
内
秀
晃
氏
は
。

　
　
（
竹
取
物
語
で
は
）
天
人
の
飛
行
を
助
け
る
の
は
飛
ぶ
車
で
あ
り
。

　
　
天
の
羽
衣
は
天
人
の
心
を
地
上
の
心
か
ら
天
上
界
の
心
に
改
め
る
機

　
　
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
こ
れ
は
、
作
者
が
特
に
昇
天
の
段
で
、
心
の
問
題
、
つ
ま
り
天
上

　
　
界
の
心
と
地
上
界
の
そ
れ
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
上

９－
．．．・

神
仙
傅
巻
八
「
沈
義
」

　
沈
義
者
、
呉
郡
人
、
學
道
於
蜀
中
、
但
能
消
災
治
病
、
救
済
百
姓
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
不
知
服
薬
物
。
功
徳
感
天
、
天
神
識
之
。
義
典
妻
買
共
載
清
子
婦
卓

　
　
　
　
　

　
孔
寧
還
、
逢
白
鹿
車
一
乗
、
青
龍
車
一
乗
、
白
虎
車
一
乗
。
従
者
皆

　
數
十
騎
、
皆
朱
衣
仗
矛
帯
剣
。
輝
赫
滿
道
。
（
略
）
騎
人
日
、
「
（
略
）

　
－
　
－

　
黄
老
令
今
遣
仙
官
來
下
迎
之
。
侍
郎
薄
延
之
乗
白
鹿
車
是
也
。
度
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
君
司
馬
生
青
龍
車
是
也
。
迎
使
者
徐
福
白
虎
車
是
也
」
。
須
突
有
三

　
－
－
－

　
仙
人
、
羽
衣
持
節
以
白
玉
簡
青
玉
介
丹
玉
字
授
義
。

沈
義
の
善
行
が
「
天
神
」
を
感
動
さ
せ
、
「
黄
老
（
黄
帝
・
老
子
）
」
の
命

で
「
仙
官
」
が
沈
義
の
許
へ
天
降
っ
て
き
た
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
車
」

が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
乗
車
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
「
従
者
」
「
數

十
騎
」
を
随
え
得
る
「
三
仙
人
」
の
み
で
あ
り
、
「
従
者
」
は
「
馬
」
に

乗
っ
て
従
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
侍
郎
薄
延
之
」
「
度
世
君
司
馬
生
」

「
使
者
徐
福
」
と
い
う
身
分
高
き
「
三
仙
人
」
の
為
に
の
み
「
車
」
が
一

人
一
台
ず
つ
用
意
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
に
来
た
天
人
（
仙
人
）
達
の
「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」

が
、
「
か
ぐ
や
姫
は
罪
を
つ
く
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
か
く
賤
し
き
お
の

れ
が
も
と
に
、
し
ば
し
お
は
し
つ
る
な
り
」
と
い
う
が
如
く
に
か
ぐ
や
姫

に
対
し
て
敬
語
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
上
界
に
於
け
る
か
ぐ
や

姫
の
地
位
の
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
地
位
の
高
い
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
る

た
め
に
、
天
人
（
仙
人
）
達
は
「
飛
ぶ
車
ひ
と
つ
具
し
て
」
来
る
必
要
が

あ
っ
た
の
だ
。

　
か
ぐ
や
姫
が
「
車
に
乗
り
て
、
百
人
ば
か
り
天
人
具
し
て
」
昇
天
し
て



　
　
世
界
の
心
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
考
え
た
も
の
で
あ
ろ

と
さ
れ
る
。
迎
え
の
天
人
の
飛
行
を
助
け
る
の
は
「
飛
ぶ
車
」
で
は
な
く

「
雲
」
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
堀
内
説
は
、
羽
衣
説
話
と
竹
取
物
語

で
は
「
天
の
羽
衣
」
の
扱
い
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が

ら
、
猶
、
竹
取
物
語
の
「
天
の
羽
衣
」
は
羽
衣
説
話
に
由
来
す
る
も
の
と

の
考
え
を
疑
わ
ず
、
竹
取
物
語
と
羽
衣
説
話
で
「
羽
衣
」
の
扱
い
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
の
は
竹
取
物
語
作
者
に
よ
っ
て
創
意
工
夫
が
加
え
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
と
見
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
種
の
見
方
は
今
日
通
説
と
な

っ
て
い
る
。
だ
が
、
「
天
上
界
の
心
と
地
上
界
の
そ
れ
と
を
対
比
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
上
世
界
の
心
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
」
と
心

理
的
レ
ベ
ル
の
問
題
追
求
を
す
る
な
ら
ば
、
「
空
を
飛
ぶ
為
の
手
段
」
と

し
て
物
理
的
レ
ベ
ル
で
し
か
扱
わ
れ
な
い
羽
衣
説
話
の
羽
衣
な
ど
元
来
無

関
係
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
を
本
来
機
能
を
改
変
さ
せ
て
ま
で
こ
こ
で
登

場
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
を
説
明
し
得
る
の
か
。
我
々
は
、
「
天
の
羽

衣
」
と
い
う
表
現
の
み
を
見
て
、
そ
の
機
能
が
羽
衣
説
話
と
竹
取
物
語
で

は
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
二
の
次
に
し
て
、
羽
衣
説
話
と
の
関
連
を
確
信

し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

－l－

ノゝ

　
「
天
の
羽
衣
」
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
見
た
い
。
堀
内
秀
晃
氏
は

「
天
の
羽
衣
は
天
人
の
心
を
地
上
の
心
か
ら
天
上
界
の
心
に
改
め
る
機
能

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
が
「
天
上
界
の
心
」
と
は
一

体
何
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
か
ぐ
や
姫
は
、
「
か
の
（
月
の
）
都
の
人
は
、
い
と
け
う
ら
に
、
老
を

Ｉせ
ず
な
む
。
思
ふ
こ
と
も
な
く
は
べ
る
な
り
」
と
語
っ
て
い
る
。
「
老
を

せ
ず
」
と
「
思
ふ
こ
と
も
な
く
」
と
い
う
二
条
件
兼
備
は
、
神
仙
傅
巻
一

「
彭
祖
」
の
項
に
、
「
此
等
（
仙
人
）
、
雖
有
不
死
之
壽
、
去
人
情
遠
榮
楽
」

と
あ
る
如
く
、
仙
人
の
特
性
で
あ
る
。
故
に
、
こ
こ
で
、
か
ぐ
や
姫
は
、

「
か
の
（
月
の
）
都
の
人
は
仙
人
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
昇
天
の
際
「
ふ
と
天
の
羽
衣
う
ち
着
せ
た
て
ま
つ
り
つ
れ
ば
、
翁
を
、

い
と
ほ
し
、
か
な
し
と
思
し
つ
る
こ
と
も
、
失
せ
ぬ
。
こ
の
衣
着
つ
る
人

は
、
物
思
ひ
な
く
な
り
に
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、
か
ぐ
や
姫
は
「
物
思

ひ
な
く
な
」
つ
て
「
思
ふ
こ
と
も
な
」
き
「
か
の
（
月
の
）
都
の
人
」
に

な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
か
ぐ
や
姫
が
地
上
の
人
と
し
て
の
人
情
を
去
り
、

仙
人
に
変
じ
た
事
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
「
天
の
羽
衣
」
の
着
用
が
地

上
人
「
か
ぐ
や
姫
」
を
仙
人
と
化
し
た
の
で
あ
り
、
堀
内
秀
晃
氏
の
言
わ

れ
る
「
天
上
界
の
心
」
と
は
「
仙
人
の
心
」
に
他
な
ら
な
い
。
さ
て
、
こ

の
衣
服
観
。
発
想
法
に
は
注
意
が
要
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
太
平
廣
記
巻

第
六
十
七
「
妙
女
」
の
末
尾
部
分
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
如
此
、
（
妙
女
が
）
月
餘
絶
食
。
忽
一
日
（
妙
女
が
）
悲
咽
而
言

　
　
「
太
郎
阿
母
喚
某
歸
。
甚
悽
愴
。
苦
言
。
久
在
世
間
、
戀
慕
娘
子
、

　
　
不
忍
捨
去
」
。
如
此
敷
日
沸
泣
。
又
（
妙
女
の
父
母
が
）
言
「
不
合

　
　
與
世
人
往
来
。
汝
意
須
住
。
如
之
奈
何
」
。
便
（
妙
女
が
）
向
空
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
辭
別
。
詞
頗
鄭
重
。
従
此
漸
無
言
語
。
（
妙
女
が
）
告
娘
子
日
「
某

－10－



　
　
相
戀
不
去
。
既
在
人
間
。
還
須
飲
食
。
但
與
某
一
紅
杉
子
着
」
。
及

　
　
－
　
－
　
－

　
　
潟
薬
、
如
言
典
之
。
遂
漸
飲
食
。
雖
時
説
未
来
事
、
皆
無
應
。

難
解
な
文
章
で
あ
る
が
、
大
意
を
示
す
。
【
「
妙
女
」
は
、
年
齢
「
十
三
四
」

歳
で
、
「
崔
氏
」
の
屋
敷
で
「
婢
（
女
召
使
い
）
」
と
し
て
働
い
て
い
る
が
、

実
は
、
天
界
の
秘
密
を
漏
洩
し
下
界
に
下
さ
れ
た
謫
仙
人
で
あ
っ
た
。
一

旦
天
界
を
訪
れ
た
が
、
地
上
に
戻
っ
て
、
「
天
仙
」
と
し
て
の
超
能
力
を

種
々
発
揮
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
】

　
こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
一
ヶ
月
余
り
妙
女
は
食
事
を
絶
っ
て
い
た
。
突

然
或
る
日
、
妙
女
が
悲
咽
し
て
（
主
家
の
人
に
）
言
っ
た
、
「
天
界
の
父

と
母
が
私
に
天
界
に
戻
れ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
私
は
と
て
も
悲
し
く
て
堪

り
ま
せ
ん
。
辛
い
命
令
で
す
。
私
は
長
い
間
人
間
世
界
に
居
て
、
こ
の
家

の
お
嬢
さ
ん
を
恋
慕
し
て
い
ま
す
。
お
嬢
さ
ん
を
地
上
に
捨
て
去
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
。
こ
う
し
て
、
（
妙
女
は
）
数
日
涕
泣
し
て
い
た
。

又
、
（
父
母
が
）
言
っ
た
、
「
（
あ
な
た
は
）
不
都
合
に
も
、
（
仙
人
で
も
な

い
）
地
上
世
界
の
人
（
主
家
の
お
嬢
さ
ん
）
を
連
れ
て
（
天
界
を
）
往
来

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
な
た
の
心
は
地
上
に
と
ど
ま
る
つ
も
り
で
し
ょ

う
。
こ
う
な
っ
て
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
（
妙
女
は
）
即

座
に
空
中
（
の
父
母
）
に
向
か
っ
て
別
れ
を
告
げ
た
。
別
れ
の
言
葉
は
と

て
も
鄭
重
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
来
だ
ん
だ
ん
父
母
と
言
語
を
交
わ
さ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。
（
妙
女
が
）
主
家
の
お
嬢
さ
ん
に
告
げ
て
言
っ
た
、
「
私

は
お
嬢
さ
ん
と
離
れ
ら
れ
な
い
の
で
地
上
を
去
り
ま
せ
ん
。
私
は
既
に
人

間
世
界
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
絶
食
を
や
め
て
（
地
上
の
食
べ
物
を
）
飲

食
し
ま
す
。
但
し
、
私
に
一
枚
の
赤
い
杉
子
（
女
性
の
、
裾
の
短
い
服
）

を
与
え
て
着
せ
な
さ
い
」
と
。
（
妙
女
が
）
薬
を
吐
き
出
す
に
及
ん
で
、

（
妙
女
の
）
言
う
通
り
に
（
主
家
の
お
嬢
さ
ん
は
妙
女
に
）
　
一
枚
の
赤
い

杉
子
を
与
え
た
。
（
そ
れ
を
着
た
妙
女
は
）
遂
に
だ
ん
だ
ん
飲
食
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
（
そ
れ
以
来
）
時
と
し
て
（
妙
女
が
）
未
来
の
出
来
事
を

予
言
し
て
も
、
皆
的
中
し
な
く
な
っ
た
。

渡
辺
秀
夫
氏
は
、
こ
の
部
分
に
関
し
、
次
の
如
く
、
鋭
い
指
摘
を
さ
れ
て

い
る
。

　
　
仙
女
た
る
妙
女
が
、
地
上
の
人
間
と
な
る
た
め
に
こ
の
世
の
女
の
服

　
　
を
着
、
仙
骨
を
保
持
す
る
た
め
の
〈
薬
〉
を
吐
き
出
す
。
こ
こ
に
、

　
　
か
ぐ
や
姫
が
、
地
上
の
人
間
界
の
け
が
れ
（
食
事
等
）
を
除
き
、
身

　
　
を
潔
め
る
た
め
に
不
死
薬
を
１
　
め
（
略
）
さ
ら
に
、
変
身
の
具
、
天

　
　
の
羽
衣
を
着
て
天
人
に
な
る
姿
の
、
丁
度
、
陰
画
に
相
当
す
る
場
面

　
　
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

概
要
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
だ
が
、
「
陰
画
に
相
当
す
る
場
面
」
を

も
う
少
し
分
析
し
て
見
た
い
。
地
上
に
留
ま
る
た
め
の
「
飲
食
」
を
決
意

し
た
妙
女
は
、
先
ず
、
「
薬
」
を
吐
き
出
し
て
い
る
（
渡
辺
氏
が
「
地
上

の
人
間
と
な
る
た
め
に
こ
の
世
の
女
の
服
を
着
、
仙
骨
を
保
持
す
る
た
め

の
〈
薬
〉
を
吐
き
出
す
」
と
言
わ
れ
る
の
は
、
順
序
が
逆
で
あ
る
）
。
服

薬
状
態
で
は
飲
食
で
き
ず
絶
食
と
な
る
の
だ
。
だ
と
す
れ
ば
、
妙
女
が
そ

の
薬
を
飲
ん
だ
の
は
「
月
餘
絶
食
」
の
開
始
段
階
と
知
ら
れ
る
。
「
絶
食
」

状
態
に
つ
い
て
は
、
こ
の
話
の
冒
頭
部
で
、
突
然
現
れ
た
僧
に
錫
杖
で
連

撃
さ
れ
迷
乱
し
た
妙
女
は
「
数
日
梢
間
、
而
吐
痢
不
息
。
及
不
復
食
。

食
輒
嘔
吐
」
と
な
っ
た
と
語
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
が
、
天
仙
か
ら
、
そ
れ
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は
「
欲
女
吐
瀉
臓
中
穢
悪
俗
気
。
然
後
得
昇
天
」
と
昇
天
準
備
で
あ
っ
た

こ
と
を
、
明
か
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
昇
天
の
為
に
「
臓
中
穢
悪
俗
気
」

を
除
く
べ
く
「
薬
」
が
服
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
点
、
竹
取
物
語

で
「
壷
な
る
御
薬
た
て
ま
つ
れ
。
穢
き
所
の
物
き
こ
し
め
し
た
れ
ば
、
御

心
地
悪
し
か
ら
む
も
の
ぞ
」
と
か
ぐ
や
姫
に
渡
さ
れ
る
「
不
死
の
薬
」
そ

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
妙
女
が
「
月
餘
絶
食
」
し
た
の
は
昇
天
へ
の
準
備
行
為
で
あ
り
、

天
上
界
へ
帰
れ
と
い
う
父
母
の
命
に
一
旦
は
従
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
堪
え
き
れ
な
く
な
り
、
突
然
悲
咽
し
て
、
秘

し
て
い
た
現
実
の
状
況
を
（
主
家
の
人
に
）
告
白
す
る
。
こ
の
場
面
は
、

か
ぐ
や
姫
が
竹
取
翁
に
泣
き
な
が
ら
昇
天
を
打
ち
明
け
る
場
面
に
な
ん
と

似
て
い
る
こ
と
か
。

　
「
薬
」
を
吐
き
出
し
た
後
で
、
妙
女
は
お
嬢
さ
ん
に
も
ら
っ
た
「
一
紅

杉
子
」
を
着
る
。
こ
の
順
番
は
、
か
ぐ
や
姫
が
「
不
死
の
薬
」
を
１
　
め
た

後
で
「
天
の
羽
衣
」
を
着
せ
ら
れ
る
順
番
と
一
致
す
る
。
「
薬
」
優
先
で

あ
る
。

　
地
上
人
の
着
る
「
一
紅
衫
子
」
を
着
た
妙
女
は
飲
食
可
能
と
な
り
天
仙

の
超
能
力
を
失
い
「
未
来
予
知
」
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
地
上

人
の
着
る
「
一
紅
衫
子
」
を
着
る
こ
と
で
天
仙
が
地
上
人
に
な
る
。
こ
の

神
仙
思
想
の
衣
服
観
は
、
「
天
の
羽
衣
」
を
着
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
地
上

人
「
か
ぐ
や
姫
」
が
仙
人
と
化
す
と
い
う
衣
服
観
と
同
一
で
あ
る
。
竹
取

物
語
の
「
天
の
羽
衣
」
は
、
羽
衣
説
話
の
衣
服
観
に
で
は
な
く
、
神
仙
思

想
の
衣
服
観
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

七

　
神
仙
思
想
に
於
い
て
は
、
天
仙
を
地
上
人
に
す
る
衣
服
の
具
体
例
と
し

て
、
コ
紅
衫
子
」
が
あ
っ
た
。
で
は
、
神
仙
思
想
に
於
い
て
地
上
人
を

天
人
（
仙
人
）
に
す
る
衣
服
と
は
具
体
的
に
何
な
の
か
。
つ
ま
り
、
神
仙

思
想
に
於
け
る
「
天
の
羽
衣
」
と
は
何
な
の
か
。

　
「
羽
衣
（
は
ご
ろ
も
）
」
を
音
読
し
た
形
に
な
る
「
羽
衣
（
う
い
）
」
と

い
う
語
の
存
在
に
注
目
さ
れ
る
。
前
に
引
い
た
神
仙
傅
巻
八
「
衛
叔
卿
」

の
項
で
、
衛
叔
卿
は
「
羽
衣
（
う
い
）
」
を
着
用
し
て
頭
に
は
「
星
冠
」

を
被
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
孝
武
帝
の
御
前
に
参
上
す
る
た
め
に
威
儀
を

正
し
た
姿
と
思
わ
れ
、
「
羽
衣
（
う
い
）
」
が
仙
人
の
正
装
で
あ
る
こ
と
を

思
わ
せ
る
。
同
じ
く
前
に
引
い
た
神
仙
傅
巻
八
「
沈
義
」
の
項
で
、
「
黄

老
（
黄
帝
・
老
子
）
」
の
命
で
沈
義
の
許
を
訪
れ
た
「
三
仙
人
」
は
「
羽

衣
（
う
い
）
」
を
着
て
「
節
（
君
命
を
受
け
た
正
式
な
使
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
杖
）
」
を
持
っ
て
い
る
。
「
節
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
三
仙

人
」
が
威
儀
を
正
し
て
居
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
や
は
り
「
羽
衣
（
う
い
）
」

は
仙
人
の
正
装
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
抱
朴
子
内
篇
巻
之
二
「
論
仙
」
で

「
仙
人
」
を
俗
人
と
区
別
し
得
る
特
徴
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
中
に
「
羽
服
」

着
用
姿
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
羽
服
」
は
「
羽
衣
（
う
い
）
」
と
同
じ

意
味
で
あ
る
。
仙
人
の
正
装
で
あ
る
「
羽
衣
（
う
い
）
」
を
着
用
し
て
い

る
人
が
仙
人
と
知
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
太
平
廣
記
巻

第
二
十
二
「
羅
公
達
」
の
玄
宗
訪
月
譚
の
一
節
を
見
よ
う
。
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（
玄
宗
と
公
達
が
）
遂
至
大
城
闕
。
公
遠
日
「
此
月
宮
也
」
。
見
仙
女

　
　
　
　
―

　
數
百
。
皆
素
練
寛
衣
。
舞
於
廣
庭
。
玄
宗
間
日
「
此
何
曲
也
」
。
日

　
ｉ
　
「
霓
羽
衣
也
」
。
玄
宗
密
記
其
聲
調
。

玄
宗
の
問
い
に
対
し
曲
名
を
「
霓
裳
羽
衣
」
と
答
え
て
い
る
が
、
「
霓
裳
」

も
「
羽
衣
（
う
い
）
」
も
衣
裳
用
語
で
あ
る
。
「
霓
裳
」
と
「
羽
衣
（
う
い
）
」

を
身
に
着
け
て
舞
う
曲
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
舞
を
舞
っ
て
い
る

「
仙
女
數
百
」
の
姿
は
「
素
練
寛
衣
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
霓
裳
」
も
「
羽
衣
（
う
い
）
」
も
「
素
練
（
白
い
練
り
絹
）
の
寛
衣
（
ゆ

っ
た
り
と
ゆ
と
り
の
あ
る
衣
）
」
な
の
で
あ
り
、
「
仙
女
」
は
「
皆
」
「
羽

衣
（
う
い
）
」
を
着
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
「
羽
衣
（
う
い
）
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

「
寛
衣
」
で
あ
れ
ば
、
「
（
か
ぐ
や
姫
に
）
ふ
と
天
の
羽
衣
す
な
わ
ち
羽
衣

～
い
）
を
う
ち
着
せ
た
て
ま
つ
」
る
と
あ
る
こ
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　
「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
の
段
で
、
く
ら
も
ち
の
皇
子
が
「
天
人
の
よ
そ
は

Ｉひ
し
た
る
女
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
「
天
人
の
よ
そ
ほ
ひ
（
正
装
）
」

と
は
、
こ
の
「
羽
衣
（
う
い
）
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
天
人
（
仙
人
）
の
正
装
た
る
「
羽
衣
（
う
い
）
」
を
着
せ
ら
れ
、
か
ぐ

や
姫
は
「
心
異
に
」
な
り
人
情
を
離
れ
て
天
人
（
仙
人
）
と
な
っ
た
。
そ

の
事
に
拠
っ
て
初
め
て
、
「
罪
の
限
り
は
て
ぬ
」
る
か
ぐ
や
姫
は
天
人

（
仙
人
）
の
住
む
月
の
都
へ
帰
る
資
格
を
得
た
、
と
い
う
仕
組
み
で
あ
ろ

ゝ
つ

　○

八

　
「
羽
衣
（
う
い
）
」
は
、
訓
読
す
れ
ば
「
は
ご
ろ
も
」
で
あ
り
、
竹
取
物

語
の
「
天
の
羽
衣
（
あ
ま
の
は
ご
ろ
も
）
」
と
は
「
羽
衣
（
う
い
）
」
の
翻

訳
語
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
「
天
の
羽
衣
（
あ
ま
の
は
ご

ろ
も
）
」
の
語
は
、
例
え
ば
帝
王
編
年
記
養
老
七
年
条
所
収
の
「
伊
香
小

江
」
の
話
に
「
天
羽
衣
（
あ
ま
の
は
ご
ろ
も
）
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い

る
な
ど
、
既
に
羽
衣
説
話
で
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
語
と
同
一
で
あ
っ

た
た
め
に
、
「
天
の
羽
衣
（
あ
ま
の
は
ご
ろ
も
）
」
が
羽
衣
説
話
に
由
来
す

る
と
解
さ
れ
る
余
地
が
生
じ
、
竹
取
物
語
と
羽
衣
説
話
の
関
係
が
種
々
論

議
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
実
は
竹
取
物
語
の
「
天
の
羽
衣
（
あ
ま

の
は
ご
ろ
も
）
」
は
、
神
仙
思
想
の
「
羽
衣
（
う
い
）
」
に
由
来
す
る
語
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
神
仙
思
想
は
、
か
ぐ
や
姫
昇
天
の
段
を
中
心
と
し
て
、
従
来
言
わ
れ
て

い
る
以
上
に
深
く
、
竹
取
物
語
に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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